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(2) 広報うおづ

6
月
定
例
市
議
会

じlZ1
• (/) 
一…ー.
一…ー・

日|

昭和63年 7月

議
決
さ
れ
た
案
件

マ
昭
和
臼
年
度
魚
津
市
一
般
会
計
補

正
予
算
(
第
l
号
)

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
に
三
億
七
千
百
三
十
三

万
六
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
は

百
八
億
九
千
八
百
三
十
三
万
六
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

補
正
さ
れ
た
予
算
の
主
な
も
の
は

総
務
費

市
財
政
の
健
全
な
運
営
の

た
め
の
財
政
調
整
基
金
と
し
て
の

お

三λ‘
民℃

び

県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
へ

の
掛
け
金
支
出
に
つ
い
て
、
市

が
そ
の
一
部
を
公
費
に
よ
り
負

担
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、

深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
市
長
以

下
三
役
の
給
料
減
額
及
び
担
当

職
員
の
戒
告
を
行
い
、
六
年
分

を
返
還
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
額

三
億
七
千
百
三
十
三
万
六
千
円

計
算
書
に
つ
い
て

マ
昭
和
位
年
度
魚
津
市
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

マ
魚
津
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常

勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
設
定
に
つ
い
て

マ
魚
津
桃
山
運
動
公
園
中
央
広
場
等

建
設
工
事
の
委
託
協
定
に
つ
い
て

マ
魚
津
市
公
共
下
水
道
南
部
汚
水
1

号
幹
線
建
設
工
事
委
託
に
関
す
る

協
定
に
つ
い
て

マ
経
団
漁
港
区
域
内
の
公
有
水
面
埋

立
て
に
つ
い
て

マ
財
団
法
人
魚
津
市
開
発
公
社
事
業

計
画
書
及
び
決
算
書
類
の
提
出
に

つ
い
て

マ
財
団
法
人
魚
津
市
施
設
管
理
公
社

事
業
計
画
書
及
び
決
算
書
類
の
提

出
に
つ
い
て

マ
魚
津
市
長
、
助
役
及
び
収
入
役
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

マ
魚
津
市
営
住
宅
川
の
瀬
団
地
新
築

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

表

彰

状

議
議

務
機
議

伝
達

6
月
定
例
市
議
会
は
、

6
月

日
日
か
ら
初
日
ま
で
の
叩
日
聞
の
日
程
で
聞
か
れ
、

提
出
さ
れ
た
口
議
案
は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

積
立
金
一
億
円

民
生
費

社
団
法
人
魚
津
市
シ
ル
パ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
補
助
金
及
び
軽

作
業
等
の
委
託
料
等
三
千
七
十
万

六
千
円

農
林
水
産
業
費

林
業
振
興
費
と
し

て
、
林
道
舗
装
事
業
の
承
認
増
に

よ
る
一
千
万
円

土
木
費

補
助
事
業
の
承
認
増
に
よ

る
道
路
新
設
改
良
費
五
千
二
十
万

円
、
道
路
改
良
費
一
億
四
百
万
円
、

運
動
公
園
築
造
費
三
千
三
十
五
万

円
、
ほ
か
に
都
市
計
画
用
途
地
域

調
査
費
等

教
育
費

道
下
公
民
館
の
建
築
面
積

増
加
等
の
経
費

こ
れ
ら
の
財
源
と
し
て
、
国

・
県

支
出
金
、
寄
付
金
、
繰
越
金
及
び
市

債
が
充
当
さ
れ
ま
す
。

マ
昭
和
臼
年
度
魚
津
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
(
第
1
号
)

マ
昭
和
臼
年
度
魚
津
市
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

(
第

1
号
)

マ
昭
和
臼
年
度
魚
津
市
継
続
費
繰
越

6
月
市
議
会
定
例
会
に
先
だ

ち
、
伊
藤
議
長
と
経
濠
副
議
長

か
ら
全
国
市
議
会
議
長
会
並
び

に
北
信
越
市
議
会
議
長
会
の
表

彰
規
程
に
基
づ
き
、
表
彰
状
が

伝
達
さ
れ
、
清
河
市
長
か
ら
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰

を
受
け
ら
れ
た
方
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
正
副
議
長

4
年
以
上
勤
続

表
彰

若

島

正

敬

議

員

①
議
員
初
年
以
上
勤
続
議
員

伊

藤

甚

一

議

員

加
藤
成
司
元
議
員

高
慶
平
之
丞
元
議
員

向
田
れ
@
層
盆
爽
園
自
協
議

‘長
谷
河
長
作
氏

(ω歳
)

大
光
寺
2
2
6
5

永
年
に
わ
た
り
、
魚
津
市
民
生
委

員
及
び
民
生
委
員
総
務
と
し
て
、
地

域
福
祉
の
増
進
に
尽
く
さ
れ
た
。

同

意

案

件

収
入
役
に
魚
津
市
上
村
木
一
丁

目
幻
番
却
号
石
川
精
二
氏
を
選
任

林

:重E
J同

吉

氏

(
目立
戚
)

道
坂

5
0
0
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非

核

平

和

都

市

宣

言

魚
津
市
で
は
、
三
月
議
会
に
お

い
て
、
次
の
と
お
り
非
核
平
和
都

市
の
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

(
宣
言
文
)

核
兵
器
を
廃
絶
し
、
世
界
の
恒

久
平
和
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
人

類
共
通
の
願
い
で
あ
る
。

し
か
る
に
近
年
核
兵
器
廃
絶
の

世
論
が
高
ま
る
中
で
、
さ
き
に
米

ソ
核
軍
縮
の
合
意
な
ど
核
軍
備
は

削
減
の
方
向
に
あ
る
と
は
い
え
、

依
然
そ
の
脅
威
が
続
い
て
い
る
。

わ
が
国
は
、
世
界
で
唯
一
の
核

被
爆
固
と
し
て
広
島
、
長
崎
、
ビ

キ
ニ
の
惨
禍
を
人
類
の
よ
に
再
び

繰
り
返
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
歴
史

的
な
使
命
を
担
っ
て
い
る
。

美
し
い
郷
土
を
守
り
、
豊
か
な

暮
ら
し
を
子
や
孫
に
伝
え
る
こ
と

友好親善都市

職員相互派遣研修

友
好
親
善
都
市
で
あ

る
井
原
市
と
回
年
か
ら

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す

相
互
派
遣
に
よ
る
研
修

に
次
の
各
氏
が
派
遣
さ

れ
ま
し
た
。

期
間
は
、

6
月
比
日

か
ら

2
か
月
間
で
す
。

マ
魚
津
市
か
ら
井
原
市
へ

南

塚

智

樹

南

塚

繁

は
、
我
々
の
責
務
で
あ
り
、
又
地

方
自
治
の
基
本
的
条
件
で
も
あ
る
。

よ
っ
て
、
魚
津
市
は
、
憲
法
で

う
た
わ
れ
て
い
る
平
和
的
生
存
権

を
確
立
す
る
た
め
、
こ
こ
に
非
核

平
和
都
市
宣
言
を
行
う
も
の
で
あ

ヲ
匂
。

戸い

一
、
魚
津
市
は
、
す
べ
て
の
国
の

核
兵
器
の
緊
急
な
廃
絶
を
全
世

界
に
強
〈
訴
え
る
。

二
、
魚
津
市
は
、
国
是
で
あ
る
「
核

兵
器
を
作
ら
ず
、
持
た
ず
、
持

ち
込
ま
せ
ず
」
の
非
核
三
原
則

を
将
来
に
わ
た
り
厳
守
す
る
。

三
、
魚
津
市
は
、

戦
争
の
悲
惨
さ

を
子
々
孫
々
に
伝
え
、
平
和
を

守
る
行
政
を
行
う
。

昭
和
六
三
年
三
月
一
六
日

マ
井
原
市
か
ら
魚
津
市
へ

隆さん長野田中伸広さん

研

修

地

研
修
期
間

タ

イ

王

国

間
月
5
日
j
H
日
の

7
日
間

市
で
は
、
国
際
的
視
野
を
広
め
、
あ
す
の
魚
津
市
を

担
う
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
第
六
回

青
年

・
壮
年
海
外
研
修
派
遣
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

①

訪

問

先

タ

イ

王

現

在

)

居

住

す

る
者

国

マ

青

年

l
m歳
か
ら
ぬ
歳
ま
で
の

①

派

遣

期

間

男

女

(

昭

和

お

年

4
月

2
日
か

昭
和
臼
年
叩
月

5

ら
昭
和
幻
年

4
月

1
日
ま
で
に

日
(
水
)
j
m
月

日

生

ま

れ

た

者

)

日
(
火
)
の

7
日

間

マ

壮

年

1
訂
歳
か
ら
伍
歳
ま
で
の

①

募

集

人

員

男

女

(

昭

和

問

年

4
月

2
日
か

青

年

目

名

ら

昭

和

お

年

4
月

1
日
ま
で
に

壮
年

5
名

生

ま

れ

た

者

)

①

応

募

資

格

①

欠

格

条

件

日
本
国
籍
を
有
し

1

固
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
な
ど

魚
津
市
に
引
き
続
の
行
っ
た
同
種
の
事
業
(
県
青
年

き
一
年
以
上
(
昭
の
船
、
市
青
年
海
外
派
遣
事
業
な

和
臼
年

4
月

1
日

ど

)

に

参

加

し

て

海

外

渡

航

し

た

事

S
F込
'w

こ
と
の
あ
る
者
。

2

大
学
(
大
学
院
、
短
期
大
学
を

含
む
)
又
は
高
等
専
門
学
校
在
学

中
の
者

①
適
格
条
件

l

簡
単
な
英
語
の
日
常
会
話
能
力

を
有
す
る
者

2

帰
国
後
、
職
場

・
地
域
あ
る
い

は
各
種
団
体
等
に
お
い
て
積
極
的

な
活
動
が
期
待
で
き
る
者

①
参
加
者
負
担
額

参
加
者
一
人
当
た
り
約

9
万
円

(
こ
の
ほ
か
渡
航
手
続
き
に
要
す

る
費
用
は
個
人
負
担
と
す
る
。)

①
募
集
期
限

昭
和
臼
年

7
丹
羽
田
ま
で
。

①
団
員
の
決
定

選
考
委
員
会
に
よ
り
内
定
者
を
決

め
、
事
前
研
修
を
修
了
し
た
者
を

団
員
に
決
定
す
る
。

①
申
込
み
方
法

応
募
者
は
、
次
の
書
類
を
提
出
す
る
。

l
海

外

研

修

団

員

申

込

書

一

部

2
団
員
応
募
承
諾
書
(
事
業
主
等
)

一
部

3
住

民

票

(

抄

本

)

一

部

4
健

康

診

断

書

一

部

5
写
真
(
白
黒
)
二
葉
(
一
葉
は
申

込
書
に
貼
付
)

①
申
込
み
及
び
間
合
わ
せ
先

魚
津
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

一T
9
3
7

魚
津
市
釈
迦
堂
一
丁
目
叩
|
l

g
n
|
2
2
0
0
内
線
4

4
1



(4) 広報うあ、づ昭和63年 7月

代
用
で
は
、
原
水
及
び
浄
水
自

・
配

水
及
び
給
水
質

・
人
件
行

・
支
払
利

息
な
ど
で
、
四
億
八
千
二
百
九
十
瓦

万
七
千
円
。
差
引
三
千
三
百
一
主
十
万

五
千
円
の
純
利
益
と
な
り
、
前
年
度

繰
越
利
益
剰
余
金
五
万
円
を
加
え
、

三
千
三
百
五
十
五
万
五
千
円
の
臼
年

度
未
処
分
利
益
剰
余
金
と
な
り
ま
し

た3

建
設
改
良
工
事

臼
年
度
下
半
期
に
お
け
る
主
な
実

施
工
事
は
、
次
の
と
お
り
で
す
o

v市
道
経
田
中
町
漁
港
線
配
水
管
布

設

工

事

五

、
三
七

O
千
円

V
市
道
寿
町

1
号
線
外

3
路
線
配
水

管
布
設
工
事

七
、
二
四

O
千
円

V
県
道
小
川
寺
木
下
新
線
外

1
路
線

配
水
管
布
設
工
事

二
六
、
五

O
O
千
円

V
県
道
一耐
一半
続
回
線
外

2
路
線
配
水

管
布
設
工
事
一
八
、
二

O
O千
円

V
国
道

8
号
魚
津
バ
イ
パ
ス
配
水
管

布
設
工
事

一

七
、
五
五

O
千
円

水
道
管
の
洗
管
に
つ
い
て

水
道
局
で
は
、
水
道
管
の
中
に
た

さ
ひ

ま

っ
て
い
る
錆
ゃ
あ
か
を
洗
い
出
す

た
め
の
洗
管
を
行

っ
て
お
り
、
今
年

度
も
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
地
域
に

よ

っ
て
は
、
多
少
、
水
が
に
ご

っ
た

り
断
水
す
る
こ
と
も
あ
リ
ま
す
の
で
、

夜
間
に
水
を
使
用
さ
れ
る
場
合
は
、

予
備
と
し
て
、
く
み
水
を
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

作

業

区

域

上

水

道

全

域

作
業
日
程

7
月
初
日

ωか
ら

7
月
却
日

ωま
で

午
後
叩
時
か
ら
翌

日
午
前

3
時
ま
で

2 3 

リ又 支 予算額

区 分 予算古n に対す

上半期 下半期 る割合

給水収益 412.364 215，539 205，542 421，081 
% 

102.1 

受託エギ収益 83，260 15，962 60，242 76，204 91.5 

その他の収益 13，616 7，474 11，703 19，177 140.8 

収益合計 509，240 238，975 277 ，487 516，462 101.4 

liJi:、水及び i?~水'{~ 49，453 15，680 19，294 34，974 70.7 

内己7]<.7.立び給水'{'i 61，311 10，598 33，017 43，615 71.1 

受託工4i- ;{~ 79，345 13，672 58，741 72，413 91.3 

総 係 a世 96，549 43，613 47，388 91，001 94.3 

減 価 償却;{~ 91，879 -1 91，241 91，241 99.3 

支払利 息、 151，321 73，749 75，954 149，703 98.9 

その他の '{'i朋 800 6 4 10 1.3 

'{'( 用合計 530，658 157，318 325，639 482，957 91.0 

(うち総員給与額) 78，450 38，881 39，569 78，450 100.0 

差 号| ム21，418 81，657 648，152 33，505 
作
業
時
間

2 @ 8 9 7 1 
雪 雪 f雪3 T 雪

@ 8 6 2 6 8 8 @ 5 6 1 1 2 @ 3 6 9 8 @ 8 5 8 3 5 宮⑫ 0 4 5 3 宮@ 7 7 1 1 包⑫ 0 4 5 5 8 ② 5 7 1 1 宮@ 2 9 2 4 @ f3 5 3 1 r 霊@3 5 0 1 宝 f@ 5 3 3 0 T @ 8 0 9 0 8 

水
道
料
金
集
金
委
託
に
つ
い
て

次
の
地
区
で
新
た
に
委
託
し
ま
し

た
の
で
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

。
本
江
・友
道
・袋
・
六
郎
丸
の
一
部

・
本
江

7
7
8

笠
木
邦
子

。
新
角
川
一
丁
目

・
二
丁
目
、
上
口

一
丁
目

・
二
丁
目
、
友
道
の
一
部

・
新
角
川

1
1
9
l
U

貰
和
昭
子

人
権
擁
護
委
員
(
再
掲
)

新
金
屋

1
1
2
1
お

合

n
|
0
2
5
2

新
角
川

2
1
7
1
7

合
辺

|
4
5
9
5

東
尾
崎
3
、
5
3
7

告

白

|
7
2

5
5

吉
野
4
7
4

E
μ

ー

7
0
5
1

中
央
通
り

1
1
1
1
お

E
n
|
3
7
8

6

 

6
月
号
掲
載
文
に
一
部
不
備
の
あ
り

ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。

大
森
俊
夫

奥
村
信
子

高
島
信
作

谷
原
幸
治

塚
本
慶
久

L
Pガ
ス
の
点
検
〈
ア
月
〉

実
施
地
域
l
友
道

・
本
江
。
点
検

に
は
県

L
P
G
協
会
魚
津
支
部
保
安

点
検
セ
ン
タ
ー
(
宮
@
5
3
4
0
)

調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

器
具
を
接
続
し
て
い
な
い
閉
止
弁

に
は
ゴ
ム
キ
ャ

ッ
プ
を
装
着
し
て
、

閉
止
弁
の
誤
操
作
事
故
を
防
ぎ
ま
し

ょよ
j

。



意
見
発
表
・コ

ー
ラ
ス

・

郷
土
芸
能
や
文
化
作
品
の

展
示
、
別
人
献
血
、
チ

ャ

リ

|

子

供
グ
ル
ー
プ
特
訓
中
l

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
、
ガ
ラ
ク

宮
津
の
山
形
隆
幸
さ
ん
宅
か
ら

タ
市
を
行
い
ま
す
。
多
数
一
は
「
じ
ゃ
ん
と
来
い
、
じ
ゃ
ん
と

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

一
来
い

」
の
離
子
が
き
こ
え
て
く
る
。

一

家
の
中
で
は
、
宮
津
地
区
の
住

一音
小
学
校
2
年
生
の
あ
ど
け
な
い

一少
女

8
人
が
、
日
の
丸
の
扇
子
を

一両
手
に
せ
り
込
み
蝶
六
踊
り
の
練

一習
に
余
念
が
な
い
。

一

山
形
さ
ん
は
、
十
代
で
せ
り
込

一み
蝶
六
の
音
頭
取
り
競
演
会
で
優

一勝
し
、
現
在
ま
で
各
地
の
盆
踊
り

一で
音
頭
を
取
る
一
方
、
歌
詞
の
収

一集
と
後
進
の
育
成
に
力
を
入
れ
て

いヲ
h
u

。
今
年
2
月
か
ら
、
自
宅
周
辺
の
子

供
た
ち
に
せ
り
込
み
蝶
六
踊
リ
を
教

え
始
め
、
基
本
が
で
き
れ
ば
地
区
の

祭
り
や
老
人
慰
問
な
ど
も
行
い
、
郷

土
の
伝
統
芸
能
の
保
存

・
伝
承
と
社

会
奉
仕
に
強
い
意
欲
を
燃
や
し
て
い

る
。

こ
こ
に
小
さ
く
花
開
い
た
踊
り

の
輪
が
、
大
き
く
ふ
く
ら
み
、
さ
ら

ふ

た

わ

ム

れ

に
二
輪
、
三
輪
と
広
が
っ
て
い
く

こ

と
で
あ
ろ
う
。

舗
網
園
県
自民
舗
属
λ
白
国
替

何
ミ
リ
映
写
機
操
作
技
術
講
習
会

く〉 く〉 れ
県周3県日ま魚、
展刻展 本し津
奨 賞画た市
励 。で

賞小は
士反

次
の
方
が
入
賞
さ

マ
と
き

8
月

8
日
(
月
)
・
9
日
(
火
)

日
日
(
水
)
・
ロ
日
(
金
)

の
4
日
問
。
各
自
と
も

午
後

6
時

1
午
後

9
時

本
江
公
民
館

昭和63年 7月

夫

マ
と
こ
ろ

寺
崎

日月

広報うあ、づ(5) 

払
名
(
先
着
順
)

義
務
教
育
終
了
者

マ
募
集
人
員

マ
応
募
資
格

マ
申
込
み
先

-
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

包
(⑫

2
2
0
0
内
線
4
4
1

.
市
教
育
セ
ン
タ
ー

宮
②
2
4
9
5

マ
必
要
な
も
の

・
添
付
用
写
真
(
初
リ
×
初

、リ)

・
テ
キ
ス
ト
代
一
、

0
0
0
円

~ 

孟

O
と
こ
ろ
吉
田
記
念
魚
津
市
立
郷

土

館

(
小
川
寺
字
天
神
山
)

O
テ
!

?

『原
始

・
古
代
の
魚
津

を
探
る
』

O
対
象

・
募
集
人
員

小
学
校

5
・

6
年
生
と
そ
の
父
兄
ロ
組
弘
名

O
実
施
日
と
内
容

7
月

μ
日

(
日
)
9
時

i
M
時

新
川
地
方
の
遺
跡
見
学

7
月
初
日
(
土
)
比
時

i
げ
時

郷
土
館
の
見
学
、
縄
文
時
代
の
人

び
と
の
生
活
を
学
習

8
月

6
日

(
土
)

凶
時
l
口
時

粘
土
で
縄
文
土
器
を
製
作

8
月
幻
日

(
日
)

9
時

1
ロ
時

第
3
回
で
製
作
し
た
縄
文
土
器
を

野
外
で
野
焼
き

O
申
込
み
先
市
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課

E
n
l
2
2
0

0
内
線
制

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

O
参
加
費
用
粘
土
代
な
ど
一
人
制

円
程
度
。

7
月

M
日
は
昼
食
持
参
。

直

/
「
勤
労

者
募
集

ホ
ー
ム
利
用
者
以
外
の
方
も
ど
う
ぞ

O
と
き

8
月
幻
日
(
日
)

8
時
出
発
・
日
時
到
着

。
と

こ
ろ

黒
姫
高
原

・
戸
隠
高
原

O
参
加
資
格
魚
津
市
在
住
若
し
く

は
勤
務
の
ぬ
歳
以
下
の
青
少
年

O
参
加
費

千
円

(畳
食
費
な
ど
)

O
定
員

ω名

O
申
込
み
期
限

8
月
刊
日
(水
)

た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切

り
ま
す
の
で
、
早
目
に
ど
う
ぞ
。

喜首
ピ ド グ

画映会 子続がんま 映光社

催 7 
ア ル ル

市民会館大月

表発tヱ』ス ノ チ | 
物

エ フ.
名

AM 24 17 10 
と9 日 PM 日 AM 日

30 時 (
時12 士こ 時10士こ分)日 き ホ

無 鉦

円5口口 子棋とも 大人
入 Jレ

料 料
場料 物催
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i
y
r
t
E
ー
ら
日
の

た
経 3 ち 街流しり学生中 パレ津色

開北
て 田市び 日

も 七 2 つ |工 会本
行

ん

タま 郡実業相撲大会団こ 子女
式 民謡大ぷE斗

祭
業校高プ

り つ 相撲大会 せ
り り
.，....、 1、2と フ

前裏 蝶み ス
事

ノ、

、-J -FA-¥ ン

E面

3分0午後 3分0午後 午す時 3分0午後 4分0午後 3分0午後 安守時 と

I 8 I 7 I 5 I 4 I 4 
き

時時 時 時 時

訪諏
経田 神社魚津 通り座通り央通中 館通り1座通り央通中 央通中り 市 と

神社
浜 lり 市民4 五 1り 会館民

、-

新宿銀1 宿新銀i 
ろ

8
月
8
日
(
月
)

た (花 、、、

f校高生-小学生、 ト|フステエイ
て

日大会火
ス

行
も フ
ん

模側最規本海大

お
祭 つ
り コ

J般L 学生中

ノ、

ン jレ

ア コ
事

ス ン
、..._.， ¥ 一ー/ サ

30 8 午後 30 7 午後 時4午後 30 1 午後 と
分時 分時 分時

き

諏
魚津港

場面ラサ場駐車面ラサ と

神社訪 駐車ザン ザン
正プ 正プ ろ

小
川
、
山
千
光
寺
千
五
守
観
世
音
菩
薩
の
開
帳

お
年
に
一
度
の
本
開
帳

|

多
彩
な
行
事
|

小
川
寺
の
千
光
寺
千

手
観
世
音
菩
薩
は
、
大

同
元
年
(
八

O
六
年
)

に
経
団
浜
の
網
に
か
か

っ
て
干
光
寺
に
祭
ら
れ

た
と
い
わ
れ
、
三
十
三

年
に
一
度
し
か
開
帳
法

要
を
し
な
い
秘
仏
で
す

が
、
今
年
は
そ
の
開
帳

の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

8
月
日
日

か
ら
同
日
ま
で
の

3
日
間
、
多
彩
な

余
興
が
奉
納
さ
れ
、
賑
わ
い
ま
す
。

:‘

全
国
大
学
女
子
軟
式
野
球
連
盟

・
魚
津

盆

)

市
魚
津
商
工
会
議
所

キ
八
細
川

0
会
場
魚
津
市
営
野
球
場
及
び
桃
山
野
球
場

求
日
o
開
会
式

8
月
4
日
午
前
9
時

1

討

フ

於
魚
津
市
営
野
球
場

旬

ゆ

へ

出

場

大

学

(

予

定

)

4
E
ボ

跡
見
学
園
女
子
大
学
(
埼
玉
)
和
洋
女
子
大
学

軟

日

(千
葉
)
淑
徳
大
学
(
千
葉
)
産
業
能
率
短
期
大

Z
J
4
学
(
東
京
)
跡
見
学
園
短
期
大
学
(
東
京
)
東
洋

た

月

英
和
短
期
大
学
(
神
奈

H
，

8

川
)
富
山
医
科
薬
科
大

迫
ヨ

学
(
富
山
)
洗
足
学
園

大

魚

津
短
期
大
学
(
富
山
)

司
副

金
沢
女
子
大
学
(
石
川
)

4
U

帝
塚
山
大
学
(
奈
良
)

4
ニ

帝
塚
山
学
院
大
学
(
大

回

阪
)
神
戸
山
手
女
子
短

つ
』

期
大
学
(
兵
庫
)
日
ノ

苫
コ

本
学
園
短
期
大
学
(
兵

4
5

庫
)

O
主
催



昭和63年 7月

「七夕まつり」について

今
年
も
七
夕
ま
つ
り
の
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
河
川
を
き
れ

い
に
す
る
運
動
や
防
災
上
か
ら
、

鴨
川

・
角
川
な
ど
に
七
夕
か
ぎ

り
を
流
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
七
夕
か
ぎ
り
は

次
の
よ
う
に
指
定
場
所
へ
お
持

ち
に
な
る
か
、
各
自
印
仰
ぐ
ら

い
に
切
っ
て
各
町
内
の
ご
み
収

集
日
に
収
集
場
所
へ
お
出
し
く

だ
さ
い
。

広報うおづ(7) 

①
日
時

7
月
7
日
(
木
)

午
後
7
時

1
8
時
初
分

①
指
定
場
所

O
大
町
小
学
校
校
庭
(大
町
幼
稚
園
横
)

O
魚
津
神
社
(
中
央
通
り
一
丁
目
)

当
日
雨
天
の
場
合
は
、
印
仰

ぐ
ら
い
に
切
っ
て
各
町
内
の
ご

み
収
集
場
所
へ
戸
し
て
く
だ
さ
い
。

※
北
陸
電
力
か
ら
お
願
い

七
夕
を
た
て
る
と
き
は
、
電

線
に
ふ
れ
な
い
よ
う
十
分
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

8
月
9
日
(
火
)

盆ミ
22踊 B . A r) 7 

り 通りり銀座通り1ス Iス 分逼4由h + 璽門

行事

と
1 22 ノマ 、-

i 通mり り午後レド| 

ろ

1 時9午後 20 7 午後 30 6 午後 と
分時 I a寺 き

喜言スヨお~邑タイー~ヨヨテスト
7月16日

魚
津
ま
つ
り
実
行
委

員
会
で
は
、
明
る
く
健

康
的
な
女
性
を
広
く
募

集
し
て
お
り
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募

・

ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

O
各
ク
イ
ー
ン
名

・
ミ
ス
、
つ
お
づ

ク
イ
ー
ン

-
ミ
ス
し
ん
き
ろ
う

応募締切り

ク
イ
ー
ン

-
ミ
ス
た
て
も
ん

ク
イ
ー
ン

1
名

O
応
募
締
切
り

7
月
日
日
(
土
)

(
当
日
消
印
有
効
)

く
わ
し
く
は
、
魚
津
商

工
会
議
所
内
ミ
ス
魚
津

3
ク
イ
ー
ン
コ
ン
テ
ス

ト
実
行
委
員
会
へ
。

g
u
l
l
2
0
0
 

金料

ミフーソユ・

ランド
分区ミ弓-ZJ2・弓CPド

大海水ブーIL
7月1&目(土:)，_-ーフジ2

名名



(8) 

み
ん
砲
の
ま
.
漏

'v

広報うあ、づ

[織さ続線警察?::;;象議場議選議案:薬会精霊護霊長言語長'1

昭和63年 7月

市
及
び
市
体
育
協
会
で

は
、
広
く
市
民
に
ス
ポ
ー

ツ
を
普
及

・
振
興
し
、
健

全
な
心
身
の
増
進
と
競
技

力
の
向
上
を
目
的
と
し
て

第
幻
回
魚
津
市
民
体
育
大

会
を
左
表
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

参
加
に
つ
い
て
の
詳
細

は
市
教
育
委
員
会
体
育
課

へ
。

E
n
|
2
2
0
0

内
線
4
5
1

A
Q
一品

神都議議帰属糊擁護:豪州
O
目
的
地

新
穂
高
連
峰

の
焼
岳

8
月
7
日
(
日

)
i

幻
日
(
日
)

O
と

こ

ろ

桃

山

野

球

場

O
試

合

地

区

対

抗

戦

(
各
校
下
1
チ
ー
ム
初
名
以
内
編
成
)

O
参

加

費

一

チ

ー

ム

8
千
円

O
申
込
み
期
限

7
月
幻
日
(
日
)

午
後
5
時
ま
で

O
間
合
わ
せ

・
申
込
み
先

・
市
野
球
協
会
事
務
局
(
吉
田
)

E
M
l
7
7
6
6
 

・
市
総
合
体
育
館E

n
l
1
2
6
3
 

。
と

き

O
日
時

7
月
M
日
同

午
前

5
時
市

役
所
前
出
発

午
後
7
時
ご

ろ
帰
着
予
定

O
募
集
人
員

初
名

O
会
費

三、

0
0
0
円

O
間
合
わ
せ

・

申
込
み
先

新
川
山
岳
会
(
村
崎
)

E
n
-
-
5
3
3
 

8
月

7
日
側
、
電
鉄

魚
津
駅
前
午
前
8
時
発

の
パ
ス
で
黒
沢
下
車
。

福
平
|
|
開
拓
国
|
|

黒
沢
と
約
9
キ

ロ
メ
ー

ト
ル
歩
き
ま
す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
、

当
日
午
前

7
時

ω分
ま

で
電
鉄
魚
津
駅
前
に
お

集
ま
り
く
だ
さ
い
。
交

通
費
は
参
加
者
負
担
、

昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

テ
ニ
ス
・
ス
ク
ー
ル
の

ご
案
内

種 目 種 !iJ1j と き と 、ー・ー ろ

スポーツ少年団 7月10日 9: 30 吉田グフウンド

陸上競技
中学男女 /1 /1 /1 

地区対抗 /1 /1 /1 

一般男女 /1 /1 /1 

スポーツ少年団 7月10日 9: 30 室内温水プール

水 泳 中骨学量男女 1/ 1/ /1 

一 男 女 1/ 1/ /1 

30歳以上 1/ /1 /1 

スポーツ少年団 7月3日・10日 9・00 桃山町'球場他

軟式野球 中学般男 7月 9日 14: 00 西部中学校
一男 5月15日 ~ 8:00 市野 球場他

スポーツ少年団 7月 2日 14: 00 吉東ー島 小学校
中学女子 7月 9日 14: 00 部中学校

ソフトポール 地区対抗 7月10日 8:00 西部中学校
家庭婦人 6月12日・19日 8:00 本江小・江口グラウンド

一般男子 6月12日 ~ 8:00 市営 球場他

スポーツ少年団 7月10日 10:00 本江小学校

バレーポール
中学男女 /1 /1 西 部中学校
一般男女 1/ /1 1/ 

家庭婦人 1/ /1 1/ 

中学般男女 7月10日 9: 30 総 合体育館

ノ〈ドミントン
一 男 女 1/ 1/ /1 

30歳以上男子 /1 1/ 1/ 

家庭婦人 1/ " /1 

スポーツ少年団 7月10日 9: 30 総合 体育舘
柔 道 中学自主男子

1/ 1/ /1 

一 男 子 1/ /1 /1 

ア ーー ス
一般男女

6月26日 8:00 
市営コート他

A・B.Cクラス /1 

9本 道
スポーツ少年団 7月10日 10:00 東部中学校
一般男子 /1 1/ " 
スポーツ少年団 7月10日 9・30 総 合体育館

中学骨量男女
/1 /1 " 

一 男 女 1/ /1 /1 

卓 球 30歳以上 " /1 " 
40歳以上 /1 /1 " 
50歳以上 /1 /1 1/ 

家庭婦人 /1 /1 " 
スポーツ少年団 7月10日 10:00 経悶 小 学校

~ ニ 手
中学男子 /1 1/ /1 

高校般男子 " 1/ 1/ 

一 男 子 " " /1 

パスケット スポーツ少年団 7月10日 10: 00 魚津工業高校

中学般男女 /1 /1 /1 

ポール 一男 子 /1 1/ /1 

スポーツ少年団 7月17日 9:00 大町小学校
安リ 道 中学般男女 /1 /1 " 

一男女 1/ 1/ /1 

軟式テニス 中骨学量男女 7月10日 10: 00 市営 コート
一 男 女 /1 /1 /1 

高校自主男女 7月10日 9: 30 市弓道場
弓 道 一男 子 1/ /1 /1 

壮年男子 /1 1/ /1 

スポーツ少年団 7月10日 8:00 東部中学校
サ ッ カー 中市学生男子

/1 /1 1/ 

一 男 子 /1 " 1/ 

ラ グビー
スポーツ少年団 7月10日 10:00 吉島 小学校
一般男子 /1 1/ /1 

クレー射撃 一般男子 7月10日 13:00 県総合射場霊場

パワー
一般男子

7月10日 10:00 
住 吉小学校

リフティング /1 /1 

ゲートポール 高齢者 7月10日 9: 00 大 町小学校

au
月
の
歩
田
で
つ
会

テ
ニ
ス
協
会
公
認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
が
、
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で

レ
ベ
ル
に
応
じ
て
指
導
し
ま
す
。

マ
期
日

8
月

1
日
(
月

)
1
8
月

8

日
(
月
)
〈
雨
天
順
延
〉

午
前

5
時
必
分

1

7
時

マ
時
間

マ
場
所

ミ
ラ
ー
ジ

ュ
・
一アニ

ス
コ

l
ト

マ
受
講
料

マ
定
員

マ
そ
の
他

一
人
五
千
円

先
着
初
名
ま
で

シ
ュ
ー
ズ
、
ウ
エ
ア
は

各
自
持
参
の
こ
と

申
込
み
等
く
わ
し
い
こ
と
は
、
魚

津
喧
士
支
協
会
事
務
局
(
松
島
)
へ
。

g
n
|
2
4
7
4
 



も
め
た
ぷ
た

ι
U内」

心
に
刻
も
う
確
か
な
一
冊
④

新
し
い
本

〈
一

般

書

〉

情
報
が
走
る
世
界
が
変
わ
る

N
H
K
取
材
班

元
気
が
湧
き
で
る
本

斎

藤

茂

太

驚
異
の
「
大
霊
界
」

丹

波

哲

郎

史
上
最
大
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

見

え

て

き

た

第

四

の

波

飛

岡

健

老
人
お
つ
き
あ
い
百
科

吉

沢

勲

個
人
財
テ
ク
切
の

Q
&
A井

上

隆

司

い
っ
し
ょ
に
つ
く
ろ
う

お
に
ぎ
り
か

ら

絵

本

ま

で

関

口

準

5
分
で
ス
ツ
キ
リ
膜
想
法成

瀬

雅

春

株
で
儲
け
た
い
人
の
新
聞
の
読
み
方

株
式
新
聞
社

ニ
れ
か
ら
叩
年
驚
く
べ
き
東
京
新
図

式

尾

原

重

男

プ
ラ
ン
タ

l
・
鉢
で
で
き
る
果
実
づ

く
り

中

山

草

司

〈
文
学

・
小
説
〉

父
の
い
る
場
所

小
川

昭和63年 7月広報うおづ(9) 

く
ら
し
の
う
た

宮
尾
登
美
子

こ
ん
な
は
ず
で
は
・
:

林

真

理

子

旅
物
語

森

本

哲

郎

私
の
シ
ベ
リ
ア
物
語

沢

地

久

枝

原
つ
ぱ

池
波
正
太
郎

本
日
も
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル赤

川

次

郎

泣
か
な
い
で
・
女
歌

中
島
み
ゆ
き

幻
の
翼

逢

坂

剛

ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
の
鐘

五
木

湖
・
毒
・
夢

夏
樹

世
間
知
ら
ず

小
林

ダ
ブ
ル
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

森

昭

拍

子

人
生
に
消
し
ゴ
ム
は
い
ら
な
い

藤

本

義

一

吉
村

昭

芝

木

好

子

仮
釈
放

奈
良
の
里

ひ
と
り
、

3
冊、

2
週
間
借
り
出
せ

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

JEjに動
・ _';"":____"'.1 、 \， ~ rr;;:-"II'I主

_:jj~~噌払jL

徹

7 7 
翌月月 7
曜月 2日41日0 月【

は日 (第 (第 d一3 

休館 4 2 日
日日曜

で 曜曜開

て)館向)館

信静寛
彦子之

会 会 会 合

師講 3午宇時分0 きと 典古

講と ⑪
師午後 き

世飛 月7 に 脇 1 7 ⑩ 
坂時月

麗 20 親 正 30 15⑧ 
Z生 1 日 し 案生 分日

3品0水 む ;金 ⑧) 会
時

分

第
日
回

魚
津
市
民

手
話
教
室

受
講
生
募
集

手
を
使
い
、

言
葉
や
い
ろ

い
ろ
な

こ
と
を
表
現
す
る
手
話
を
習

い
ま
せ

ん
か
。

短
期
間
に
、

基
本
か
ら
簡
単
な
会

話
が
で
き
る
ま
で
に
な
り
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

マ
期
間

7
月
比
日

i
9
月

1
日
ま

で
の
毎
週
木
曜
日

マ

時

間

午

後

6
時
ぬ
分

1

8
時

マ
場
所
魚
津
市
民
会
館

マ
申
込
み

7
月
日
日
(
木
)
ま
で
市

役
所
社
会
福
祉
課
へ
ど
う
ぞ
。

E
n
|
2
2
0
0
内
線

1
2
6

ア周@ス滅ーνごよ砂
とき 行 事

全国クラブカ ップ
総合

3日(日) バレーボール県予

選
体育館

21 日日(木) 県中学校野球選手 桃山

22 幽 権大会 野球場

県スポーツ少年団
市営

23日出 交流大会(野球・
野球場

26日ω ソフトボール ・ノ〈
ほか

ドミントン)

24 日日( 口) 日中友好魚津市卓 総合

28 Bt木) 球強化講習会 体育館

28日(木)
北陸三県スポーツ 桃山

少年団野球大会 野球場

31日(日)
都市対抗野球市予 桃山

選 野球場

市出
切|酬ン
すラ 1111日

置111111111

一 一

7
月
日
日
(
火
)
l
n
日
(
金
)

の

4

日

間

午

後

5
時
却

分
i

8
時
初
分

魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
(
川
縁
地
内

・
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
横
)

マ
講
習
内
容ωベ

ー
シ
ッ
ク

・
プ
ロ
グ

ラ
ム
入
門
コ
ー
ス

ωベ
ー
シ
ッ
ク

・
プ

ロ
グ

ラ
ム
初
級
コ
ー
ス

マ
受
講
料
一
万
円
(
一
日
に
つ
き

二
、
五

0
0
0
円
)

マ
定

員

山

名

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
同

セ
ン
タ
ー
ま
で
。

包
μ
1
9
5
7
9

受
け
付
け
は
午
後

1
時
か
ら
。

月
曜
は
休
館
。

マ
期
間

マ
場
所

国肉包感ヲ~>>O!J

夏季聞の平日

午後1時30分開館

温
水
プ
ー
ル
で
は
、
夏
季
中

(
7

月
初
日

1
8
月
白
日
)
、
平
日
(
火
曜

日
1
土
曜
日
)
の
開
館
時
間
を
初
分

早
め
、
午
後

1
時
初
分
か
ら
開
館

い

た
し
ま
す
。

こ
の
夏
、
温
水
プ

l
ル

を
利
用
し
て
、
暑
い
季
節
を
乗
り
き

り
占
手
ー
し
ょ
、
っ
。

※

7
月
刊
日
(
日
)
は
、
市
民
体
育
大

会
(
水
泳
競
技
)
の
た
め
、

一
般
開

放
は
中
止
い
た
し
ま
す
。
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高齢者の社会参加と生きがいを求めて

昭和63年 7月

社団法人魚津市シルバー人材センター

足発日ア月 1

豊
か
な
経
験
・

能
力
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

社
団
法
人
魚
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
、

7
月

1
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
退
職
後
な
ど
に
、
就
職
は
望
ま
な

い
が
、
臨
時
的
・
短
期
補
助
的
な
仕
事
を
し
、
何
ら
か
の
収
入
を
得

た
い
と
い
う
方
が
会
員
と
な
り
、
地
域
社
会
へ
の
参
加
と
生
き
が
い

の
充
実
を
図
る
た
め
、
自
主
的
な
運
営
を
す
る
公
益
法
人
で
す
。

‘ l'・・二 ・ ・、
'，'‘ '電 "、一 、
、~-ー・-.'-"..' 一 ・・ー .‘・

がr ・・ 3・ ド[~ょ、・， 、 ;?:~:." -... ' . .. ~ 
・唱 、.、 ， ~-~- .~f- " _~ ....・

司，ll:~，~‘ '"，1.;.ら".・ 0・・::..ニ‘:>'1'.' . ・.

会
員
に
な
る
に
は "'6月22日に行われた設立総会

魚
津
市
民
で
、
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
、
原
則
と
し
て

ω歳
以
上
の

方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま

す
。入

会
申
し
込
み
は
、
年
会
費
削
円

と
印
鑑
を
持

っ
て
、
セ
ン
タ
ー
事
務

局
(
新
川
ハ
イ
ツ
内
)
へ
ど
う
ぞ
。

イ士

事

は

会
員
は
、
あ
ら
か
じ
め
自
分
の
希

望
す
る
仕
事
を
登
録
し
て
お
き
、
セ

ン
タ
ー
が
、

一
般
家
庭

・
民
間
事
業

所

・
官
公
庁
な
ど
か
ら
会
員
に
ふ
さ

わ
し
い
仕
事
を
引
き
受
け
、
各
人
の

希
望
に
添
っ
て
派
遣
し
ま
す
。

先名弘さん(60歳)

諏訪町15ー 19

定
置
網
の
船
に
乗
っ
て
い
た
が
、

な
2
年
前
に
退
職
。

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ

，
以
ー
の
話
を
聞
き
、
す
ぐ
会
員
に
な
っ

，

州
た
。
人
生
別
年
、
力
仕
事
や
機
械
修

E

M

理
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
若
い
も
ん
に
は

門

閣
負
け
ん
。

1
-

4
 

-

ぬ

L

以

OHHO
u
OHO
H
O
u
O
H
申
申
申
申

q
q申
OA

州

問

一

ノ
二
わ
た
く
し
た
ち
も

一

働
い
た
お
金
は
一

等

一

』

1
1
1
1
1
1
1
¥
主
期
待
し
て
い
ま
す
一

げ
ん

」

吋

」

働
い
た
お
金
(
配
分
金
)
は
、
仕
事
ご
一ー
)

)

)

)

)

)

l

i

l

i

-

-

一

げ
ん

6
1
4
q
s
A
q
d
q
s
o
q
-
4
q
A
W
A
W
-
4
q
A
W
A
W
A
W
A
W
A
q
hA

を
依
頼
し
た
事
業
主
な
ど
か
ら
、
セ

W

ン
タ
|
が
集
金
し
、
仕
事
の
種
類
な

W

歳

ど
に
応
じ
て
セ
ン
タ
ー
か
ら
会
員
に

w

-

B
tv

1

9

F

』・・・・・・圃
'
hB

F

0

1

4

配
分
金
と
し
て
支
払
い
ま
す
。

…

随

ヨ

ザ

拶

J'

M
ト

¥
1
l
I
l
l
i
1
1
1
1
1
1
1ノ

w
a
'E惜
し「ヤ
魁
号
、

子

河

一

そ

の

他

芯

温

・

R

明

利

/
I
I
l
l
i
-
-
1
¥
w

劃

4
 

仕
事
に
つ
い
て
生
じ
た
責
任
は
、

W

5

年
ほ
ど
前
に
退
職
。
そ
の
後
、

す
べ
て
セ
ン
タ
ー
が
負
い
ま
す
。

W

子
供
た
ち
が
独
立
し
た
こ
と
も
あ
り
、

ま
た
、
会
員
が
仕
事
中
や
仕
事
先

ω
第
二
の
人
生
を
少
し
で
も
働
き
な
が

へ
の
往
復
中
な
ど
に
ケ
ガ
を
し
た
と
ら
過
ご
せ
た
ら
と
思
い
入
会
し
ま
し

き
は
、
会
員
が
加
入
す
る
傷
害
保
険
た
。
事
務
関
係
の
仕
事
を
希
望
し
て

か
ら
給
付
を
受
け
ま
す
。

い
ま
す
。
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シルバー人材センターのしくみ

昭和63年 7月

国・県・市

員ムz三

〈酌依頼〉 60歳以上の仕事の登録魚津市シルバ一

人材センター

民間事業所

健康で働く

意欲のある人的叫瓦〉事務局

(新川ハイツ内)

一
般
家
庭

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

臨
時
的
な
仕
事
で
、
高
齢
者
向
き

の
仕
事
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

仕
事
は
セ
ン
タ
ー
が
請
負
い
、
登

録
し
て
あ
る
会
員
の
な
か
か
ら
適
当

な
人
を
派
遣
し
ま
す
。

ど
ん
な
仕
事
で
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
仕
事
の
内
容

・
条
件
な
ど
に
つ

い
て
、
ご
相
談
の
う
え
契
約
し
ま
す
。

こんな仕事がてきます

その他、雑役

。
お
問
い
合
わ
せ
は

社
団
法
人
魚
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

魚
津
市
大
光
寺
一
二
一
二
番
地

新
川
ハ
イ
ツ
内
包
⑫

5
3
2
6

可

1
1
1
1
1

日
目

1
0
5
1
1
1
1
1
1
1
J

一
富
山
県
婦
人
相
談
所
の
一

お
し
ら
せ
一

自
分
だ
け
で
は
、
ど
う
し
て
も
解
決
で

一

き
な
い
家
庭
問
題
、
特
に
離
婚

・
家
出

・
一

若
年
女
子
の
転
落
な
ど
の
こ
と
で
悩
み
ご
一

と
を
お
持
ち
の
婦
人
の
た
め
、
次
に
よ
り
一

相
談
所
が
開
設
さ
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
、

一

ね
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

一

魚
津
市
新
宿
叩
番
7
号

一

魚

津

総

合

庁

舎

内

一

富
山
県
東
部
社
会
福
祉
事
務
所

一

合

@
5
3
1
1

一

買
次
の
日
程
で
「
巡
回
婦
人
相
談
」
も
行
っ
一

て
い
ま
す
。

一

v
日

程

7
月

n
日
幽

一

9
月
初
日
幽

一

日
月
お
日
制回

一

1
月
幻
日
幽

一

3
月

μ
日

幽

一

v
と

こ

ろ

一

魚
津
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
百
楽
荘
」

第
幻
回

社
会
福
祉
大
会

7
月
幻
日
幽

午
後

1
時
ぬ
分

市
民
会
館
大
ホ

l
ル

魚

津

市

魚
津
市
社
会
福
祉
協
議
会

魚
津
善
意
銀
行

マ
日
時

マ
場
所

マ
主
催
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水下下
成
包
困
霞
@

巴
関
E
Q
d
m
w
定

Q

下
水
道
の
建
設
は
、
い
つ
ま
で

行
わ
れ
る
の
で
す
か
?

A

魚
津
市
公
共
下
水
道
事
業
は
、

昭
和

ω年
度
に
下
水
道
事
業
の
認
可

を
受
け
て
、
第
一
期
の
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
全
体
の
計
画
は
、
昭

和
初
年
を
め
ど
に
、
市
街
地
を
中
心

に
そ
の
周
辺
地
区
を
含
む
制
ヘ
ク
タ

ー
ル
で
、
幹
線
管
渠

・
末
端
管
渠

・

ポ
ン
プ
場

・
処
理
場
の
建
設
を
行
い

ま
す
。

Q
下
水
道
は
、
い
つ
か
ら
利
用
で

き
る
の
で
す
か
?

A

第
一
期
の
計
画
区
域
で
、
昭
和

侃
年
度
に
そ
の
一
部
で
利
用
で
き
る

よ
う
管
渠
築
造
工
事
を
施
工
し
、
今

年
度
か
ら
魚
津
市
浄
化
セ
ン
タ
ー
(
終

末
処
理
場
)
の
建
設
に
着
手
い
た
し

8 

A 

ま
す
。

Q

下
水
道
の
建
設
費
用
は
?

A

下
水
道
の
建
設
に
は
莫
大
な
費

用
が
か
か
り
ま
す
。

こ
の
建
設
費
用

は
、
国
か
ら
の
補
助
金
、
地
方
交
付

税
、
利
用
者
か
ら
の
受
益
者
負
担
金
、

起
債
(
借
金
)
、
そ
し
て
市
の
一
般
財

源
を
も
っ
て
あ
て
ら
れ
ま
す
。

Q

下
水
道
の
建
設
工
事
は
、
全
部

市
が
行
う
の
で
す
か
?

A

市
で
行
う
建
設
工
事
は
、
処
理

場
・ポ
ン
プ
場
・管
渠
そ
れ
に
各
家
庭

や
事
業
所
の
汚
水
マ
ス
ま
で
で
す
が
、

各
家
庭
や
事
業
所
で
は
、
便
所
の
水

洗
化
と
宅
地
内
の
排
水
設
備
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Q

下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
、
現
在
使
用
し
て
い
る
浄
化

槽
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
?

A

現
在
使
用
し
て
お
ら
れ
る
浄
化

槽
は
使
用
せ
ず
に
直
接
下
水
道
へ
流

し
ま
す
。
ま
た
台
所

・
浴
場
そ
の
他

の
雑
排
水
も
い
っ
し
ょ
に
し
て
下
水

道
に
接
続
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
雨
水
は
別
に
し
て
、
側

溝
や
川
へ
流
し
ま
す
。

Q

各
家
庭
で
行
う
排
水
設
備
は
、

だ
れ
で
も
で
き
る
の
で
す
か
?

A

下
水
道
の
施
設
が
十
分
に
機
能

が
発
揮
で
き
る
よ
う
、
市
下
水
道
課

の
確
認

・
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
、
責
任
あ
る
施
工
を
行
え
る
工
事

庖
と
し
て
市
が
認
定
す
る
「
下
水
道

指
定
工
事
庖
」
で
施
工
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
「
下
水
道
指
定
工
事
庖
」

以
外
の
工
事
庖
で
工
事
を
行
っ
た
場

合
は
、
工
事
の
や
り
直
し
ゃ
改
善
を

し
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

家庭や事業所などから排出され

る下水を公共下水道に導くための

施設をいい、土地や建物の所有者

に設置が義務付けられています。

取付けマスは、市が取付けます

が、その取付マスから宅地内の排

水設備は、皆さんの負担で工事を

していただきます。

〈排水設備

相

談

案

内

行

政

相

吾火
昆火

毎
月
第

1
・
第
3
木
曜
日

午
後

1
時

1

4
時

と
こ
ろ
市
役
所
市
民
相
談
室

と
き

市

相

吾火
昆火

民

と
き

毎
日
(
日
曜
・祭
日
は
除
く
)

午
前
9
時

i
午
後

5
時

(
土
曜
日
は
午
前
ロ
時
ま
で
)

市
役
所
市
民
相
談
室

と
こ
ろ教

=民
同

相

圭火
昆火

毎
週
月

・
木
曜
日

午
前
9
時

1
午
後

5
時

と
こ
ろ
教
育
セ
ン
タ
ー
相
談
室

と
き

高
年
齢
者
職
業
相
談

毎
日
(
日
曜
・祭
日
は
除
く
)

午
前
9
時

l
午
後

5
時

(
土
曜
日
は
午
前
ロ
時
ま
で
)

と
こ
ろ
市
役
所
高
年
齢
者
職
業

相
談
室

と
き

酬
シ
」急』

桝
と
こ
ろ

閣
内
職
相
談
は
、

加
月

1
か
月
間
休
み
と
な
り
ま
す
。

人

権

相

談

7
月
8
日
(金
)午
後
1
時
1
4
時

サ
ン
プ
ラ
ザ

3
階

都
合
に
よ
り

7



国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
月
は
、
臼
年
度
国
保
会
計
決
算
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ー
昭
和
白
年
度
|
|
|」

(
賦
課
限
度
額
は

ω万
円
に
な
り
ま

「

|
国
保
会
計
決
算
し

す

。
)

歳

入

総

額

幻

億

4
干
2
百

万

円

税

率

の

値

上

げ

を

防

ぎ

、

国

保

財

歳

出

総

額

幻

億

4
百

万

円

政

の

充

実

強

化

を

図

る

に

は

、

次

の

差
引
き
l
億
3
干
8
百
万
円
を
昭

2
つ
の
実
行
に
尽
き
る
よ
う
で
す
。

和
臼
年
度
へ
繰
越
し
ま
し
た
。

①
日
頃
か
ら
の
健
康
づ
く
り
や

繰
越
金
が
た
く
さ
ん
出
た
の
は
、

上

手

な

医
者
の
か
か
り
方
(
ム
ダ
な

固
か
ら
予
想
し
な
か
っ
た
補
助
金
が
医
療
費
の
排
除
)
な
ど
に
よ
り
、
医

入
る
な
ど
、
偶
然
的

・
一
時
的
す
外

療

費
を
安
く
す
る
こ
と
。

部
か
ら
の
要
因
が
主
な
も
の
で
、
手
②
保
険
税
を
納
期
限
ま
で
に
き

放
し
で
は
喜
べ
な
い
よ
う
で
す
。

ち
ん
と
納
め
る
こ
と
。

た
だ
、
お
か
げ
で
昭
和
臼
年
度
は
、
国
保
制
度
は
市
町
村
単
位
で
運
営

税
率
の
値
上
げ
は
避
け
ら
れ
ま
し
た
。

さ
れ
て
い
ま
す
よ
医
療
費
の
高
い
市

広報うおづ

繰越金17，234千円

0.77% 

その他の収入

258，487千円

11.53% 

昭和63年 7月(13) 

歳 入。

(
保
険
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
)

町
村
は
税
金
も
高
く
な
り
ま
す
。
)

そ
し
て
国
保
は
加
入
者
の

一
種
の
共

済
制
度
で
あ
り
、
加
入
者
に
は
等
し

く
権
利
と
義
務
が
あ
り
ま
す
。

魚
津
市
国
保
に
加
入
す
る
皆
さ
ん
、

国
保
の
状
態
を
少
し
で
も
よ
く
す
る

た
め
に
、
お
互
い
に
協
力
し
ま
し
ょ

、寸ノ
。

総務費54，304千円

2.58% 

i議 奈川乙芯 自主

「ーーーー

戸同
医
同
」

高
山
病
の
注
意

い
よ
い
よ
夏
山
の
シ
ー
ズ
ン
で
す

が
、気
を
つ
け
た
い
の
が
高
山
病
で
す
。

気
圧
が
低
く
、
酸
素
の
少
な
い
高

所
に
体
が
急
に
さ
ら
さ
れ
る
た
め
、

一
種
の
窒
息
状
態
に
な
る
も
の
で
、

元
気
よ
く
登
山
を
し
て
い
た
人
が
、

頭
痛

・
め
ま
い

・
吐
き
気

・
息
切
れ

な
ど
を
起
こ
し
た
ら
、
高
山
病
に
か

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

無
理
せ
ず
、
下
山
す
る
の
が
一
番
。

五
百
メ
ー
ト
ル
下
る
だ
け
で
け
ろ
っ

と
治
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

酸
素
の
消
費
量
を
最
少
限
に
す
る

た
め
安
静
が
必
要
で
す
か
ら
、
山
小

屋
や
木
陰
で
休
息
し
、
水
分
摂
取
、

深
呼
吸
な
ど
を
行
っ
て
様
子
を
み
な

が
ら
、
体
調
の
回
復
を
待
ち
ま
す
。

ひ
ど
く
な
る
と
呼
吸
困
難
と
な
り
、

肺
水
腫
(
し
ゅ
)
や
脳
浮
腫
な
ど
で
死

ぬ
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
く
れ
ぐ

れ
も
無
理
を
し
な
い
こ
と
で
す
。

』ペバ
¥¥

す
れ

体
調
を
整
え
、
ゆ

っ
く
り
登
る
の

が
予
防
法
で
す
が
、
高
所
に
弱
い
と

い
う
体
質
が
あ
る
よ
う
で
、
一
度
起

こ
し
た
人
は
く
り
返
し
や
す
い
の
で
、

特
に
注
意
が
必
要
で
し
ょ
う
。

|⑥第
月社 38
1 会回
自すを
ふる明

1事?

金:助..路
ぢ fjHぶ:
直よ ぅ:
りう非:

{ま

趣

旨「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
、
力
を
合
わ
せ
て
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

主

唱。
法
務
省

O
富
山
県
更
生
保
護
事
業
協
会
魚

津
支
部

O
魚
津
保
護
区
保
護
司
会

O
魚
津
市
更
生
保
護
婦
人
会

O
魚
津
市

B
B
S
会

公
開
ケ

l
ス
研
究
会
開
催

7
月
比
日
(
木
)
午
後

1
時

O
と
こ
ろ
魚
津
市
役
所
大
会
議
室

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
市
役
所
市

民
係
へ

o
g
n
|
2
2
0
0
内
線
山

O
〉
」
主
」
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だより
(7月〉

お問い合せは魚津市健康センター

ft24-3999 

広報うおづ昭和63年 7月

O
仏
国

3
4
1
4
番
地

O
沢

田

徹

く
ん

O
昭
和
白
年
7
月
初
日
生

(
次
男

〈
マ
マ
の
一
言
〉

男
の

子
ら
し
く
、
健
康
で
た
く
ま

し
く
育

っ
て
ほ
し
い
。

所在 診療科療診時 診療 新 日7月8 31 24 17 10 3日月7 
歯料

日7月8 31 24 17 10 日3月7 日 日 日 日 日 日 日 日

J 11 (11) (11) (11) (11) (11) (11) (11) (11) (11) (11) (11) (11) 7 
地目間日急地

療診所耐H 回中
医院高科

医院平羽歯科

il.支

τ空1ク 米前科山

谷

唱 桝崎医院 Y医院ドじ， f羽医院公 細井医院 船崎医院 荊早院111 

月

宮 (黒 内午後 日 患区 医|淀j術科E 医院尚科111 
の

@O 黒 部市干~I' fit 11起療医休 休

整i似署前刷)ヲJl 三 小時7 日 セ夜ロ【
.!H 土IJ.

管E果剖Ei 

，主:I~: 斜i 」二

古@o39 9 通中央1) 

'-1>: 4>: ゴI1r 卒; 年k 日

3 日 千児斗 1 祝

@宮日04部生3手市也キ
@官O邸市三 @官O市三官IS @ 官7街 @ 宮3 村木 @ E l j工@ E O7 江 @ 宮o I :，~ 雪町@ 宮4町診療医l 市 午後 日 ン間

タ 4日 7日 1日 8 5 
※診療11寺附lは、 いずれも 3 l 5 

側 手外|11 E l t 8 l市 2市 64 7行 l 4 午前 911寺から午後5時
9 3 4 。。 7 

~ ;jq 11寺 0新 7 l 。 まで。 5 8 

内 骨'*' 対 象 と き と ー ろ 備 考ー
母 親 4品~ 級 妊婦とその家族 7月22日K母 9:30-16:00 ..・・・・・......ーーーーーーー...._-ーーーー→ 昼食をご持参くださし、。

4カ月児健診 4カ月児
7月14日付d

13 : 00 -13 : 30 魚津市健康
7月28日休)

センター ツベルクリ ン反応検伐
8カ月児健診 8カ月児 7月27日(水) 13: 00-14 :00 ーーーー'ーーー'ーーーーーーー・ーー・・..・・・.----i・

を併せて行います。
離乳食講習会 8カ月児 7月29日倒 13: 00 -15: 00 

-ーーー・ーーーーーー・ーーー--------------ーー9参

麻しん (はしか)の按

1歳6カ月児健診 61年12月生まれの児 7月26日(火) 13: 00-14 :00 槌券を発行します。

股関節脱臼検診 3カ月児
7月7日休)

13: 00-13: 30 魚、津保{控所
8月4日休)

60.6.16-60.6.30生まれの児 7月6日(水)

3歳児健診 60.7.1-60.7.15生まれの児 7月20日(水) 13: 00 -14: 00 
魚津保健所 尿の検査があります。

60.7.16-60.7.31生まれの児 8月 3日(7}()

心の健康相談 一般市民 7月 5日(刈 13 : 30 -15 : 00 

機能訓練
脳卒中後遺症のある人

7月7日(木)
10 : 00 -15 : 00 

魚津市健康 訓練は10:00-12:00

(リハビリテーション) 7月21日(村 センター 診察は13:00-14:00

健 康 相 ii火*- 一般市民
7月21日(木) 13 : 00 -15 : 00 魚津市健康センター ，lth合1.1併"iがIIlJ受-:，1三け、心ら、γlJ:れ1刈ま、村す!:}~ι・bと

7月12日(刈 10 : 00 -11 : 30 百 楽 荘

ツベルクリン反応検査 8カ月児 7月27日(*) 13: 30 -14: 00 魚津市健康

S.C.G予防接種 8カ月児 7月29日幽 13: 30-14 :00 センター

⑧
は
成
人
病
検
診
が
あ
り
ま
す
。
受
診
票
と
健

康
手
帳
を
持
参
い
て
く
だ
さ
い
。
健
診
の
案
内

が
届
い
た
方
で
、
職
場
や
そ
の
他
で
健
診
を
受

け
て
い
る
方
は
、
魚
津
市
健
康
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
(宮
⑮

3
9
9
9
)

7
月
6
日
村

P

7
月

8
日
附

A

7
月
8
日
附

P

7
月
日
日
附

A

7
月
日
日
附

P

7 
月
20 
日
(村
A 
② 

東

7
月
初
日
附

P

7
月
幻
日
幽

A

7
月
幻
日
倒

P

7
月
幻
自
附

P
③

一日

7
月
幻
日
附

A

7
月
幻
日
附

P
⑤
宝山吊

7
月
却
日
幽

A

7
月
泊
日
幽

p

8
月
3
日
制

A
A②-9: 30 -10 : 30 I④②  

P -13:15-15:00 I大

- 9:30-11: 

(時間)

A 

新
川
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

天

神

^ .t-; 

民

吉

小

魚
津
市
健
康
セ
ン
タ
ー

島

学

石

I亘

^ .[..，、

民

上

町'

方

r、-
.[..，、

東

城

公

蔵

F、、
ム、

民

片

ノ、'
L‘ 

民

員

袋

公

民

館

む

相
場
前
…

レコ

σ3 

田

^ .L>. 

民

自官

田

r.示、
.L>. 

査官

民

徳

寺

円IJ

農

協

下

野

方

支

所

ケ

F、、h
.t-; 

自富

民

P包)-13:10-13:501光¥，bI-l.:>.lV-l.:>.;';V 1 .lL.川

P③-13 : 15 -14: 00 I寺

P④ー14:00-15:00I公

P⑤-14: 15-15:00 I民

館ツ

イ



健
康
セ
ン
タ
ー
利
用
報
告
(
凹
)

! I ~日付海岸をきれいにす三
運動月間7月1日--8月31日宅

自然の美しさは、私たちに心のやす

らぎを与えてくれます。

地域ぐるみで、川や海岸の清掃を実

施し 、美しい自然をとりもどしまし

O
本
町
2
丁
目

3
番
目
号

O
浜
多
莱
利
奈
ち
ゃ
ん

0
昭
和
白
年
7
月
比
日
生
(
長
女
)

ー
家
庭
在
宅
訪
問
看
護
の
紹
介
|

健
康
セ
ン
タ
ー
の
保
健
婦
と
訪
問

保
健
婦
(看
護
婦
)は
、
在
宅
の
ね
た

き
り
病
人
や
看
護
を
要
す
る
人
を
訪

問
し
て
、
身
体
の
清
潔
、
看
護
技
術

の
援
助
(
禄
創
の
手
当
て
、
体
位
交

換
、
介
護
用
品
の
工
夫
な
ど
て
精

神
的
媛
助
、
相
談
、
リ
ハ
ビ
リ
訓
練

な
ど
に
応
じ
て
い
ま
す
。
新
し
く
病

院
を
退
院
さ
れ
た
方
で

一
日
中
病
床

に
あ
る
よ
う
な
方
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
料
金
は
無
料
で
す
。

連
絡
先

企

μー

3
9
9
9

猫
宍
)

措
己
↑

συ
ぢ
H
∞

都
合
で
飼
え
な
く

な
っ
た
猫
を
引
取
り
ま
す
。

毎
週
火
曜
日
の
午
前
中
、
印
鑑
を

持
っ
て
保
健
所
へ
。

い
が
、
は
っ
き
り
態
度
で
示
す
と
お

互
い
気
ま
ず
く
な
る
の
で
は
な
い
か
、

と
つ
い
つ
い
ガ
マ
ン
し
て
し
ま
う
。

騒
音
は
、
苦
情
を
言
う
人
も
言
わ

れ
る
人
も
イ
ヤ
な
も
の
。
お
互
い
、

不
愉
快
な
思
い
を
し
な
い
た
め
に
、

騒
音
の
発
生
源
に
な
ら
な
い
よ
う
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

食
ク
ー
ラ
ー
、
楽
器
、
ス
テ

レ
オ
な

ど
は
、早
朝

・
深
夜
は
使
わ
な
い
。

交
わ
が
家
の
音
が
、
近
所
に
迷
惑
を

か
け
て
い
な
い
か
再
点
検
す
る
。

〈
マ
マ
の
一
言
〉

女
の
子
ら
し
く
、

な
っ
て
ネ
/

み
ん
な
の
迷
惑
「
近
隣
騒
音
」

保
健
看
護
教
室
老
い
に
備
え
る
だ
め
の

一

}

J

講
演
と
寸
劇
の
集
い

日
常
よ
く
あ
る
外
科
が

応
急
手
当
と
腰
痛
体
操
等
い
つ
か
来
る
老
い
を
理
解
し
、
痴

一

に
つ
い
て
知

っ
て
も
ら
う
呆
性
老
人
と
と
も
に
暮
せ
る
地
域
づ

一

た
め
講
義
と
実
技
を
実
施
く
り
の
た
め
に
、
講
演
会
と
寸
劇
を

…

い
た
し
ま
す
。

行
い
ま
す
。

マ
第
2
回

マ
日
時

7
月
9
日
(
土
)

7
月
日
日
(
月
)

日
時
ぬ
分

1
日
時

「
さ
あ
大
変
グ
応
急
手

マ
場
所
魚
津
平
安
閑

当
の
知
識
(
そ
の

1
)」
マ

内
容

寸
劇

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

一

マ
第
3
回

ち

ょ

っ
と
変
よ
」

7
月
日
日
(月
)

出
演
は
保
健
医
療
施
設
員一

「実
技
、
腰
痛
体
操

講
演

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が

一

一
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た

笑
っ
た
」

一

め

に

」

岐

阜

県

ぼ

け

老

人
を
か
か

一

一一
〉
時

間

日

時

初

分

l
悶

え

る

家

族

の

会

一

時

ぬ

分

代

表

世

話

人
敷
島
妙
子
氏

一

一

一

〉

場

所

魚

津

保

健

所

マ

参

加

賀

無

料

愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動

ー
ア
月
は
献
血
推
進
月
間
|

健
康
で
新
し
い
血
液
が
必
要
で
す
。

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
今
月

の
街
頭
献
血
は
、次

の
と
お
り
で
す
。

O
と
き

7
月
日
日
(
土
)

午
前
叩
時

i
午
後

3
時
犯
分

。
と
こ
ろ

魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ
前

隣
の
ク
ー
ラ
ー
の
音
が
う
る
さ
く

て
限
れ
な
い
、
自
動
車
の
空
ぶ
か
し

で
朝
起
こ
さ
れ
る
、
な
ど
の
騒
音
。

「
や
め
て
く
れ
/
・」
と
苦
情
を
言
い
た

全
併
処
理
浄
化
槽
に
補
助
金

ー
国
道
八
号
線
山
手
の
鴨
川
流
域
に
|

川
な
ど
の
汚
れ
の
一
番
の
原
因
と
い
八
号
線
か
ら
山
手
の
地
域
を
対
象
に
補

わ
れ
る
台
所
・風
呂
・洗
濯
な
ど
の
生
助
金
を
出
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

活
雑
排
水
を
手
軽
に
浄
化
す
る
た
め
、
こ
の
地
域
で
、
こ
れ
か
ら
浄
化
槽

市
で
は
、
便
所
と
生
活
雑
排
水
を
同
時
を
設
置
さ
れ
る
方
は
、
市
役
所
生
活

に
処
理
す
る
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
環
境
課
へ
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

を
す
す
め
て
い
ま
す
。
昭
和
臼
年
度
は
、

g
n
ー

2
2
0
0内
線
川

特
に
汚
れ
の
ひ
ど
い
鴨
川
流
域
の
国
道
(
広
報
4
月
号
9
頁
参
照
)

昭和63年 7月広報うおづ。。



(16) 広報うおづ

おしらせ

昭和63年 7月

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
標①際
三五品 乏;..
ロロ ~ -̂  

流
体①に
験①ち・
文①な・
募 ん・
集 だ・

婦
人
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
-
記
念
し
て
、
国
際
交
流
に
ち
な
ん

だ
標
語

・
体
験
文
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
規
定

内
容
国
際
交
流
関
係
の
も
の

応
募
資
格
県
内
婦
人

・
青
年

応
募
方
法

ω
標
語

・
体
験
文
に
氏
名

・
生

年
月
日

・
性
別

・
住
所
を
明
記

ω
体
験
文
は
、
仰
字
詰
め
原
稿

用
紙
(
た
て
書
き
)
で
五
枚
以
内

応
募
締
切
り

8
月
お
日
(
当
日
消
印
有
効
)

応
募
先

富
山
県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

家
庭
成
人
教
育
班

間
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

宮
⑫

2
2
0
0
内
線
制

市
政
情
報
テ
レ
フ
ォ
ン
・
サ
ー
ビ
ス

カ
メ
虫
類
(
斑
点
米
)
の
防
除

七
月
中
旬
ま
で
に
、
畦
畔
の
雑

草
や
水
田
隣
接
雑
草
地
の
草
刈
り

を
徹
底
し
、
刈
取

っ
た
雑
草
は
焼

却
す
る
。

2

穂
揃
期
及
び
傾
穂
期
の

二
国
防

除
を
徹
底
す
る
。

3

本
国
防
除
と
併
せ
て
、
農
道

・

畦
畔
を
単
剤
で
実
施
す
る
。

1 

昭和63年度

固定資産税第 2期および国民

健康保険税第 l期の納期限は

練
一〆
/

U
H
U
F

-

4
 

紙
同

一一

実

と一一

助

J

救

・

難
L

毎

2
2
1
3
6
0
0
 

税

務

職

員

募

集

昭
和
臼
年
度
の
国
家
公
務
員
採
用

m種
試
験
に
よ

る
税
務
職
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

受
験
資
格
昭
和
日
年
4
月
2
日
l
昭
和
必
年
4
月

1
日
生
ま
れ
の
者

申
込
み
受
付
け
期
間

7
月
6
日
(
水
)
i
7
月
日
日
(
水
)

申
込
み
先
人
事
院
中
部
事
務
局

干
刷
名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
2
1
5
1
1

第
一
次
試
験
日
月

2
日
(
日
)
教
養
試
験
・適
性
試

験
・
作
文
試
験

第
二
次
試
験
日
月

7
日
(
月

)
1
日
月
日
日
(
金
)
の

聞
の

1
日

人

物

試

験

・
身
体
試
験

最
終
合
格
者
発
表
ロ
月
比
日
(
水
)

採
用
予
定
数
北
陸
地
区
で
約
初
名

間
合
わ
せ
先

金
沢
国
税
局
人
事
第
二
課

魚
津
税
務
署
総
務
課

8
0
7
6
2
@
2
1
3
1
 

宮

@
1
3
7
0

性別 職 種 年齢 質 金 地 区 人員 資そ格の経f験也

ガソリ販ン売ス貝タ 18-30 万円
本 江 8 普 免ンド 11.0-21.0 

調理人 18-30 12.0-17.0 釈 迦 堂 l 不 問

男 金セフ!~'~ミ管ッ 理ク 20-40 18.0-28.0 ，邑Aー・ i掌 l 不 問

サービス 19-30 13.0-17.。 ケ l 高卒、普免エ ンジニア

営業社員 25-45 12.0-14.1 慶 問' 5 普 免

電組 子立部品て 18-40 10.0 住 E 5 不 問

調理係 18-35 10.0-12.7 道 坂 1 高卒以上

女 庖 員 30-40 12.0 上 村 木 1 高卒、普免

事務員 20-25 10.0-11.0 釈 迦 堂 l 普高卒以上免

看護 婦 18-55 14.0-16.。本 江 2 懲以罰・2蔓上婦

く求人情報〉求めています.グ

「
た
ば
こ
」
は
市
内
て
買
い
ま
し
ょ
う

た
ば
こ
消
費
税
は
、
た
ば
こ
小
売

価
格
に
含
ま
れ
て
お
り
、
市
内
の
版

魚
津
救
難
所
は
、
沿
岸
に
お
け

る
漁
船
並
び
に
小
型
船
舶
等
の
海

難
事
故
の
防
止
と
、
水
難
事
故
に

よ
る
人
命

・
船
舶
の
救
助
訓
練
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

O
と
き
昭
和
白
年
7
月
初
日
(
土
)

午
前
9
時
初
分
か
ら

O
と
こ
ろ
魚
津
市
浄
化
セ
ン
タ
ー

建
設
用
地
(
北
鬼
江
)
沖

O
訓
練
種
目

-
火
災
船
消
火
訓
練

・
孤
立
者

救
助
訓
練

・
転
落
者
救
助
訓
練

売
庖
で
売
ら
れ
た
「
た
ば
こ
」
の
本
数

に
よ
っ
て
納
付
さ
れ
る
税
で
す
。

昭
和
臼
年
度
に
日
本
た
ば
予
」
産
業

(
株
)
等
か
ら
市
内
に
売
渡
し
さ
れ
た

本
数
約
1
2
8
、
1
9
8
千
本
に
対
し
、

消
費
税
約
2
6
4
、
5
0
0
千
円
が
納

付
さ
れ
て
お
り
、
市
の
大
き
な
財
源

と
な
っ
て
い
ま
す
。
旅
行

・
出
張
な

ど
で
市
外
に
出
ら
れ
る
と
き
は
、
市

内
で
「
た
ば
こ
」
を
買
っ
て
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。ふ

議
W
/

「
ク
モ
マ
ツ
マ
キ
チ
ョ
ウ
ガ
朔
ぷ
」

の
テ
レ
フ
ォ
ン
・
サ
ー
ビ
ス

郷
土
魚
津
の
貴
重
な
自
然
、
毛
勝

の
妖
精
を
絶
滅
か
ら
守
ろ
う
、
と
の

願
い
を
こ
め
て
9
月
四
日
ま
で
実
施

中
で
す
。

※くわしくは、魚津公共職業安定所 (ft24-0365)へお問い合わせください。

求人テレフォン ・サービス fi24-8841 男子一月~木女子一金~日



不

用

品

交

換

入
館
さ
れ
た
み
な
さ
ま
か

ら
愛
称
を
募
り
ま
す
。

コし

※
応
募
期
間

7
月
日
日
1
8
月
刊
日

※
応
募
対
象

入
館
者
の
う
ち
中
学
生

以
下
の
児
童

(
応
募
者

全
員
に
ア
ザ
ラ
シ
の
ワ

ッ
ペ
ン
進
呈
)

※
入
賞
者
の
選
出

審
査
の
う
え
一
点
を
選
山
内

キ
ス舗

。
中
《
命
出

av
ゆ
ず
り
ま
す

O
衣
類
乾
燥
機

(
3
万
円
)

O
折
り
た
た
み
自
転
車

(2
万

5
千
円
)

魚
津
郵
便
局
で
は
、
日
ご
ろ
の
ご

利
用
に
感
謝
し
、
キ
ス
釣
り
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

(
市
民
の
方
多
数
参

加
さ
れ
る
よ
う
お
待
ち
し
て
い
ま
す
)

O
と
き

7
月

M
日
(
日
)

午
前

5
時
か
ら

O
と
こ
ろ
早
月
川
河
口
周
辺

(受
付

・
魚
津
市
側
)

O
賞
品

参

加

賞

・大
物
賞
・目
方
賞

。
用
具
ご
自
分
の
も
の
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
え
さ
は
当
局
で
準

備
し
受
付
の
際
お
渡
し
し
ま
す
。

O
申
込
み
方
法
市
内
各
郵
便
局
に

あ
る
申
込
み
は
が
き
で
ど
う
ぞ
。

O
歩
行
器
〕

O
木
製
机
}
応
談

。
食
器
棚
」

-
も
と
め
ま
す

O

ピ
ア
ノ
(
小
学
校
高
学
年
向
き
)

申
込
み

・
間
合
わ
せ
先

市
役
所
総
務
課
行
政
係

8
n
l
2
2
0
0
内
線
加

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

マ
魚
津
市
社
会
福
祉
基
金
と
し
て

O
魚
津
市
川
縁
七
八
二
|
五

五

万

円

木

谷

寿

之

O
魚
津
市
釈
迦
堂
一
丁
目
二

O
八

十
八
万
円
(
イ
ブ
・
シ
マ
ダ
)

島
田
和
男

富
山
に
お
け
る
減
燃
物
機
物
機

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士

総
総
務
総
綴
国
家
試
験
の
案
内

水
族
館
写
生
大
会
作
品
展

第
5
回
魚
津
水
族
館
春
の
写
生
大

会
に
は
、
加
点
の
出
品
が
あ
り
、
入

賞
者
も
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
次
に

よ
り
展
示
会
と
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

O
と

き

7

月

刊

日

(
日
)ま
で

O
と

こ

ろ

水

族
館
内
展
示
場

O
表
彰
式
7
月
9
E
午
後
2
時

水
族
館
内
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
l
ル

O
市
内
入
賞
者

-
県
教
育
委
員
会
賞

上

野

綾

子
(
本
江
小

5
年
)

.
中
日
賞

平
野
な
つ
か
(
本
江
小
5
年
)

・
金

賞高
野
み
は
(
吉
島
小
2
年
)

・
銀

賞前
田
ゆ
た
か
(村
木
小
1
年
)

中

川

浩

(西
部
中
3
年
)

浜

潟

幸

生

(

)

0
・
申
請
受
付
期
間

7
月
1
日
(
金
)
1
7
月
お
日
(
月
)

O
試
験
日
9
月
6
日
(火
)・7
日
(水
)

0
受
験
手
数
料
2
、
3
6
0
円

O
受
験
申
請
用
紙

郵
送
希
望
者
は

「
電
話
級
ア
マ

チ
ュ
ア
受
験
申
請
用
紙
請
求
」

と
朱
書
し
、
3
2
0
円
の
郵
便

切
手
を
同
封
し
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

O
問
い
合
わ
せ

テ
レ
フ
ォ
ン

・
サ
ー
ビ
ス

0
7
6
2
l
n
|
2
9
2
9
 

魚津善意銀行へのまでこ)<、敬寄称柑略〉
( 6月10日受付分

酒 田とみ子 文化町 80，000円

四十万 章 港町 30，000円

ω魚津銀金 吉島 5，000円

石崎 とき 本町二丁目 3，000円

森内 作一 釈迦堂一丁目 50，000円

野村 幸 男 立石 5，000円

大野昭二 北鬼江一丁目 2，000円

米国文子 中央通り 二下目 45，000円

酒井 洋明 青島 30，000円

河崎直治 金山谷 100，000円

友田 道治 新角川二丁目 20，000円

大江正義 新金屋二丁目 50，000円

宮島 由一 上口二丁目 50，000円

石坂久男 住吉 30，000円

賞和玲子 新金屋二丁目 100，000円

石坂郁也 並木町 50，000円

魚津保育会親睦会一 同 4，145円

稲垣久子 本町二丁目 10，000円

中村正行 三 ケ 駒 30，000円

岸本政雄 中央通り 二丁目 100，000円

川田 隆司 出 50，000円

南 忠次 相ノ木 200，000円

吉野千恵子 本町二丁目 100，000円

高慶麗子 宮津 50，000円

松本信吉 イム田 30，000円

富山県移動商重量主倉田行雄 10，000円

地方 2区青年会 5，306円

原 歌子 大光寺 50，000円

有 沢武雄 本町二丁目 10，000円

市役所の電話は、

日中・夜間とも22-2200です。
今までの時間外(宿直室)電話22-2202は廃止しました。

昭和63年 7月
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閉
印刷/魚津印刷株式会社

人 (前月対比)

人口(男)23，883(ー 12)

(女)25， 918 (+ 1 ) 

計 49，801(ー11)

世帯数 13，777世帯

市の面積 200.75km 

海岸線 7.9km 

編集/企画広報室

(5月末現在)


